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はじめに

富山大学では、国立地方大学の使命として教
育、研究に次ぐ第三の柱に社会貢献を掲げ、各
部局が様々な活動を展開しています。本学地域
連携推進機構生涯学習部門は、その前身であ
る富山大学生涯学習教育研究センターの発足
（1996 年）以来一貫して大学開放事業の拠点組
織としての役割を担い、大学開放事業の窓口と
して地域の生涯学習のニーズに積極的に応える
事業に取組み、幅広く学習機会を提供していま
す。
日本社会はいま、国際関係から国内の政治・
経済・憲法問題に至るまで急速に変貌しつつあ
ります。加えて現在は異常気象の極端化や地殻
変動の活発化が目に見えて進行していることか
ら、少子化と超高齢化が進む地域社会の営みも
また大きな変化を余儀なくされています。
こうした中で、地域社会における総合大学の
果たすべき役割とは、地域とのコミュニケー
ションを図りつつ、社会の変化に対応できる総
合的な知を提供することです。本学生涯学習部
門には、広く大学開放の事業を展開し、あらゆ
る世代にとって学びがいのある豊かな生涯学習
環境を構築していく使命を果たす責任が課せら
れています。この認識のもと、当部門では、大

学開放事業の基本を堅持しつつ、社会人の学び
なおし、ボランティア人材育成、地（知）の拠
点事業（大学 COC＋）などの取組を推進して
います。
2014 年度の事業では、公開講座・オープン
クラス等の通常業務を着実に推進することに加
え、富山駅前 CiC ビルでの富山大学サテライ
ト講座８回、北陸地区国立大学連合協議会「ま
ちなかセミナー」、ワークショップ「あなたの
学びをその先へ」などを実施しました。
この１年間の生涯学習部門の取組みを総括
し、今後の事業展開を一層活発にする基本材料
を報告するため、ここに生涯学習部門年報第
17 巻を刊行いたします。内容として、当部門
が実施してきた平成 26 年度事業の概括、つぎ
に、当該年度の大学開放状況に関するデータ類
「公開講座関係資料」および「大学開放懇話会
関係資料」、地域連携ならびに大学開放に関す
る資料集となっています。
本書をご覧いただき、受講生の声を聴きなが
ら学びをデザインし各種の企画を進めている当
部門の姿をご確認ください。生涯学習を基礎に
した地域づくり活動や本学の地域貢献について
何なりとご意見・ご提案をいただければ幸いで
す。併せて、今後も当部門へのご理解とご支援
をよろしくお願いいたします。

富山大学地域連携推進機構生涯学習部門における
2014 年度の実施事業について

竹　内　　　章
（富山大学地域連携推進機構生涯学習部門長）

要旨：富山大学地域連携推進機構生涯学習部門事業において 2014 年度に実施した事業の概要を報
告する。今年度公開講座の開設数は71講座、オープン･クラスの公開科目数は815科目であっ
た。ここでは、本年度を通じて取り組んだ事業について概観する。
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１．生涯学習事業

①　公開講座

本学は数多くの公開講座を実施しています。

この事業は、本部門に設置された全学的な公開

講座専門委員会で企画が審議・承認され、スタッ

フの大学開放に対する深い理解・協力のもとで

実現されています。

ジャンルごとの開講数でみると、教養講座で

19 コース、語学講座で 28 コース、体験講座で

24 コース、計 71 コースが企画されました。そ

れぞれの受講者数（修了者数）をみると、教養

講座で 151 名、語学講座で 304 名、体験講座

で 202 名、合計 657 名になり、前年度よりも

34 名の増加となりました。このことについて

当部門では、前年度財政上の理由から実施でき

なかった新聞へのチラシの折込みを、今年度は

実施できたことの効果が表れたと分析していま

す。

本学の公開講座は、一般市民の学習ニーズと

うまくかみ合った企画であることから、多くの

講座が例年恒例の形で（微調整・ヴァージョン

アップも伴いながら）実施されます。語学では、

初級から中級にステップアップする講座が開設

されています。他方では新しいタイプの講座も

生まれています。2014 年度は次のような多岐

にわたる講座が新しく企画されました。

・　バルザック『あら皮』をフランス語で読

む

・　数と図形の楽しみ

・　聴き手を動かす画期的なプレゼンテー

ションに挑戦してみよう！

・　放射線と環境　　　　　　他

…

極めて多彩なジャンル・レベル設定を備えた

講座の数々について、ここで詳細に述べつくす

ことはできません。しかし、多くの一般市民が

受講していることや、本年報収録の受講生アン

ケートの結果をみると、大学の知的資源を地域

社会に還元するという目的はおおむね達成でき

ていると評価できます。

②　オープン・クラス

オープン・クラスは、正規学生に対する授業

を一般市民に開放する取組みです。

2014 年度のオープン・クラス利用は、受講

希望者が延べ 362 人（前期 204 人、後期 158 人）、

試聴等を経て実際に受講した者は延べ 284 人

（前期 155 人、後期 129 人）にのぼりました。

開放科目数は前年度 780 科目から 2014 年度

815 科目となり、延べ受講者数も前年度より 15

名程度の減少でここ数年下がり続けています。

③　講師等紹介

　本部門では学外からの講演会・研修会等の

ための講師派遣依頼に応じて、本学教員の紹介

をおこなっています。講師の選定とともに、企

画段階でも学習（研修）プログラム作成に協力

しており、2014 年度は、本部門において、約

35 件の講師等の紹介を行いました。

なお、講師等紹介には本部門を経由せず、各

学部に申し入れて実施されているケースもある

ことをお断りしておきます。
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④　サテライト公開講座

2014 年度も 8 講座が開講され、総計 784 名

の参加者が集まり、大変盛況でした。

⑤　その他の講座・イベント

・コラボフェスタ 2014

2014 年 9 月 19 日（金）、富山大学五福キャ

ンパス内においてコラボフェスタ 2014 を開催

しました。当部門は実行委員会に参加し、第 3

部では、ポスター「ワークショップに参加しよ

う！～参加・参画型学習に向けて～」を展示し、

参加者と意見交換を行いました。

・…ワークショップ

2014 年 11 月 15 日（土）、富山県民会館にお

いて「あなたの学びをその先へ－「これからの

学び」をワークショップでデザインする－」を

開催しました。グループワークのなかで、「学

んだことの「発表」の機会がほしい」など、今

後に向けての指針が与えられました。

…

・まちなかセミナー

2014 年 10 月 18 日（土）、北陸地区４国立大

学連携のまちなかセミナーを開催しました。富

山・石川・福井の各会場に相互に講師を派遣し

合う取組みです。2014 年度も、各会場でコー

ディネーターを採用し好評でした。富山会場は

「薬物依存・薬物乱用の怖さ」と題して福井大・

金沢大から講師を迎え、68 名の受講者があり

ました。富山大からも福井・石川各地に講師と

して本学教員を紹介しました。

２．学外との連携

①　平成 26 年度生涯学習推進懇話会

2014 年 2 月 12 日（木）、多岐にわたる本部

門の事業の成果や改善すべき点を把握するた

め、平成 26 年度生涯学習推進懇話会を開催し

ました。なお、1999 年度開催の第１回大学開

放推進懇話会からの通算では 16 回を数えます。

②　全国協議会

2014 年 9 月 8 日（月）～ 9日（火）にかけて、

第 36 回全国国立大学生涯学習系センター研究

協議会において、意見交換を行いました。2014

年度の当番大学は鳥取大学が担当しました。
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③　北陸地区大学間連携

2015 年 1 月 22 日（木）に金沢大学サテライ

トプラザ（於金沢市）において、富山大、金沢

大、北陸先端科学技術大学院大、福井大の各大

学スタッフによる専門委員会が開催され、2014

年度まちなかセミナーの反省・次年度の企画に

ついて意見交換がなされました。

３．広報・出版活動

①　チラシによる広告

公開講座、オープン・クラス、サテライト公

開講座について、前年度財政上の理由から実施

できなかった、従来行っていた新聞へのチラシ

の折込みを、今年度は実施しました。加えて、

富山市、高岡市を中心にした地域で、各種学習

施設や公民館等に配布依頼を行いました。

このほか、DMの形でパンフレットを郵送し、

また各地でチラシ、ポスターの配布を行いまし

た。その他の事業についても、事前に募集案内

を作成し、県民カレッジや各地の公民館等に配

布しました。

②　出版物

・公開講座、オープン・クラス、サテライト

講座チラシ及びポスター

・オープン・クラス募集要項

・「生涯学習部門年報」第 16 巻

③　メールや Web を利用した広報活動

・メールマガジン

メールマガジンは、おおよそ 450 人に対し概

ね月１回のペースで発信し、80 号を数えた。

・Web

大学開放に関する情報発信として随時Web

サイトを更新するとともに、フェイスブックを

開設している。


